
研究の背景
 地球温暖化の主な原因は、化石燃料の燃焼などによっ
て排出される二酸化炭素（CO2）です。排出されたCO2

の約30％が森林を中心とした陸域生態系に吸収・固定
されますが、CO2吸収量の環境変化に対する応答には多
くの不確実性が残されています。そのため、大気CO2濃
度の変化を予測するには、多様な生態系でCO2吸収量に
関するデータを蓄積し、吸収量を変化させる要因につい
て正しく理解する必要があります。
 私たちは、撹乱（自然災害、森林伐採など）を受けた
陸域生態系で大気-生態系間のCO2交換量（CO2フラッ
クス）を連続観測しています。このような生態系モニタ
リングにより、環境撹乱や気候変動に対する陸域生態系
の応答を明らかにすることを目指しています。

研究の成果
 現在は、インドネシアの熱帯泥炭林と北海道のカラマ
ツ林跡地でCO2フラックスの長期連続観測を、主に「渦
相関法」を用いて行っています。この方法は、タワー（写
真１）の上で大気CO2濃度と風速を高速で連続測定し、
鉛直方向に運ばれるCO2フラックスを求めるものです。
現在、世界中の陸域生態系で渦相関法によるCO2フラッ
クスの連続観測が行われています。
 熱帯泥炭林は東南アジアの低平地に広く分布し、膨大
な量の土壌炭素を蓄積してきました。しかし近年、開発
によって乾燥化が進んだ結果、泥炭火災のリスクが高ま
り、熱帯泥炭林が大規模な
CO2排出源になることが懸念
されています。私たちの研究
により、未撹乱の熱帯泥炭林
でさえもCO2排出源（吸収量
＜放出量）であり、エルニー
ニョ現象が発生した年には少
雨によってCO2排出量（泥炭
の分解）が増加することなど
が明らかになりました。写真
２は2009年の火災による窪
地です。泥炭が焼失し、窪地
に相当する部分のCO2が排出
されました。
　北海道では、2004年の台
風による強風によって倒壊し
たカラマツ林を対象に生態系
モニタリングを行っています。
モニタリングでは、大規模な
自然撹乱によるCO2フラック
スへの影響を評価するととも
に、倒壊後の植生遷移にとも

なうCO2フラックスの変化を調べています（写真３）。

今後の展望
　東南アジアではアブラヤシ農園の拡大による熱帯泥炭
生態系の環境撹乱が進んでいます。現在、マレーシアな
どの研究機関とともに、アブラヤシ農園におけるフラッ
クス観測のネットワークを構築中です。また、衛星リモー
トセンシングや生態系モデリングの研究者と共同で、熱
帯泥炭生態系の土地利用の変化による環境影響評価を広
域で進める予定です。
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写真２　火災で焼失した熱帯泥炭

写真３　�研究サイトの様子（左：撹乱前のカラマツ林、中：台風による
風倒直後、右：撹乱から14年経過した植生）

写真１　�観測用タワー（インド
ネシアの熱帯泥炭林）
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